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①事業の結果概要
③事業の今後の改善点
（特記事項含む）

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（計画推進に係る事業）

②事業実施の適切性

【事業内容】
　白老町地域公共交通バスマップ作成
【結果概要】
・バスや鉄道事業者など、町内にある地域公共交通
の路線・ダイヤを把握し、利用者にわかりやすいパン
フレットの作成、配布、利用促進を行った。
・利用者がいつも利用するバス停と時刻を記載できる
“私の時刻表”欄を設け利用しやすいものとした。
・新規利用者の増加を図るため、バスの利用方法や
バス停の時刻を記載するなど、これまでのバス時刻表
を刷新した。
・配布先としては町内全戸をはじめ、公共施設、商業
施設などに配置した。
・町民からは、利用方法がわかりやすくなったと好評で
ある。

A ・計画通り事業は適切に実施された。

・これまで利用していた路線・時刻表を一新し全戸配
布したが、パンフレットの利用方法や文字の大きさなど
については、今後も、利用者目線でわかりやすいもの
にしていく必要がある。
・平成３２年（２０２０年）４月に「国立アイヌ民族博物
館」が開設されることで、外国人観光客の来町が増加
すると思われ、パンフレットの外国語標記等が必要と
考えられる。


